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ご
み
や
汚
物
の
な
い

清
潔
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

力
あ
わ
せ
　
す
み
よ
い
ま
ち
へ

六
月
五
日
は
『
世
界
環
境
デ
ー
』

で
す
。
こ
れ
は
、
一
九
七
二
年
六
月

に
ス
ウ
エ
・
・
‐
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で
開
か
れ
た
国
連
人
間
環
境
会
議

の
場
で
、
「
人
間
環
境
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
で
は
こ
れ
を
檄

会
に
環
境
週
間
を
設
け
’
ｍ
に
対

す
る
責
任
と
目
党
を
高
め
、
よ
り
よ

い
環
境
を
つ
く
り
出
す
た
め
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
て
全
国
的
に
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
宇
治
市
は
、
古
く
か
ら

宇
治
川
の
流
れ
や
茶
畑
、
平
等
院
、

万
福
寺
な
ど
、
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ

で
、
美
し
い
景
観
の
中
で
歴
史
的
に

も
多
く
の
文
化
が
生
ま
れ
て
き
た
ま

ち
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
美
し
い
ら
然
や

文
化
遺
産
の
多
く
が
押
し
寄
せ
る
市

街
化
の
波
に
の
ま
れ
、
緑
は
大
変
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

工
場
や
家
庭
の
排
水
に
よ
り
、
ひ
と

昔
前
ま
で
メ
ダ
カ
な
ど
の
す
ん
で
い

た
川
は
ひ
ど
く
汚
さ
れ
て
い
る
有
様

で
す
。

宇
治
市
で
は
、
こ
の
環
境
週
間
に

先
だ
っ
て
、
美
し
い
自
然
や
貴
ｍ
な

三の間

文
化
財
を
守
り
、
明
る
く
す
み
よ
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
小
学
生
を

対
象
に
標
語
を
募
集
。
優
れ
た
作
品

と
し
て
、
別
掲
の
十
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
市
で
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
標

語
を
封
筒
に
書
き
入
れ
た
り
、
広
報

板
に
張
り
だ
す
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
機

会
に
使
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
ど
も
た
ち

が
考
え
て
い
る
標
語
の
主
旨
を
生
活

の
中
に
生
か
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。環

境
問
題
の
原
因
は
根
深
く
複
雑

で
す
。
人
間
は
清
ら
か
な
大
気
や
水

大
地
な
ど
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
い

ろ
い
ろ
な
消
費
材
や
生
活
の
便
利
さ

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業

の
大
型
化
や
人
口
の
都
市
集
中
が
す

す
み
、
自
然
の
浄
化
能
力
を
こ
え
て

☆
保
護
し
よ
う

ば
い
煙
や
汚
水
な
ど
を
流
し
て
い
る

一
方
、
環
境
施
設
の
整
備
が
産
業
の

発
展
に
追
い
つ
け
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
も
原
因
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
公
害
や
環
境
の
問
題

入
選
標
語

吉
川
喜
晴

環
境
週
間

6
月
5
日
か
ら

ま
ち
づ
く
り

五
年
小
林

迷惑駐車

☆
拾
う
よ
り
捨
て
な
い
心
で
美
化
の
町

北
小
倉
小
五
年
中
井
あ
ゆ
み

やめよう

き
ょ
う
六
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
、

「
め
い
わ
く
駐
軍
追
放
運
動
」
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

玄
関
口
や
店
さ
き
に
駐
軍
さ
れ
て
迷

惑
や
危
険
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
、

交
通
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
っ
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
道

路
を
広
く
、
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
駐
車
で
き
な
い
場
所

▽
道
路
標
識
で
禁
止
さ
れ
た
場
所

▽
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
、
自
動
車
の
出
入
口

か
ら
三
回
以
内

▽
道
路
工
事
の
区
城
の
側
端
か
ら
五
μ

以
内

▽
消
火
用
器
具
の
甦
場
・
防
火
用
水
そ

う
か
ら
五
回
以
内

▽
消
火
栓
や
吸
水
口
、
吸
管
投
入
口
か

ら
五
回
以
内

▽
火
災
報
知
機
か
ら
Ｉ
μ
以
内

■
駐
・
停
車
の
方
法

▽
道
路
の
左
側
端
に
沿
い
、
道
路
に
平

行
に
し
て
止
ま
る
。

▽
駐
車
す
る
と
き
は
道
路
の
右
側
に

三
・
五
μ
以
上
あ
け
る
。

▽
〇
・
七
五
回
以
内
の
路
側
帯
に
入
ら

な
い
。

▽
〇
・
七
五
片
以
上
の
路
習
Ｗ
に
入
る

と
き
は
、
左
側
に
〇
・
七
五
μ
あ
け

る
。

は
私
た
ら
の
周
囲
で
も
た
く
さ
ん
見

う
け
ら
れ
、
真
剣
に
受
け
と
め
積
極

的
に
対
処
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

市
で
は
昭
和
五
十
一
年
七
月
に
「
宇

☆
一
人
一
人
気
を
付
け
て

南

治
市
環
境
保
全
基
本
条
例
」
を
制
定

し
、
積
極
的
に
環
境
問
題
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
日
常
生

活
の
中
で
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
し

な
い
、
騒
音
を
Ｂ
≪
；
な
い
、
空
地
の

み
ん
な
の
宇
治
市
を
美
し
く

部
小
六
年
大
和
さ
ゆ
り

☆
小
さ
い
火
そ
こ
ら
へ
捨
て
る
と

菟
道
小

大
き
い
火

五
年
伊
藤
百
合
子

☆
火
の
し
ま
つ
し
ま
つ
忘
れ
て
こ
の
し
ま
つ

木
幡
小
五
年
野
口
か
お
り

☆
火
た
ば
こ

落
す
な
山
の
道

木
幡
小
五
年
沢
江
真
紀

☆
こ
の
縁
な
く
す
な
よ
ご
す
な
大
切
に

ヽ
南
部
小
六
年

藤
江
美
佐
保

☆
人
の
手
で
自
然
を
こ
わ
す
な
簡
単
に

菟
道
小
六
年
兼
子
千
雅
子

雑
草
を
す
す
ん
で
刈
り
取
る
な
ど
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
茶
の
茶
の
香
り
’
▼
日
本
の
茶
ど

こ
ろ
宇
治
は
い
ま
茶
の
最
盛
期
で
あ

る
。
宇
治
の
あ
の
町
こ
の
町
に
新
茶

の
香
り
が
漂
う
て
い
る
。
茶
を
製
造

す
る
人
達
は
、
家
族
ぐ
る
み
町
ぐ
る

み
で
茶
の
生
産
に
全
力
を
あ
げ
る
。

五
月
か
ら
六
月
始
め
に
か
け
て
、
昼

も
夜
も
な
く
茶
づ
く
り
に
い
ど
む
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
生
存
の

戦
い
で
も
あ
る
▼
お
茶
を
つ
く
る
行

程
の
中
で
一
番
最
初
の
仕
事
は
、
茶

摘
み
で
あ
る
。
。
お
茶
を
摘
め
摘
め

摘
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
摘
ま
に
や
日
本
の

茶
に
な
ら
ぬ
’
と
歌
わ
れ
て
い
る
が

よ
く
伸
び
た
緑
の
茶
の
芽
を
Ｉ
芽
一

芽
て
い
ね
い
に
摘
み
取
っ
て
行
ぐ
作

業
は
大
変
な
事
な
の
で
あ
る
。
他
府

県
の
茶
生
産
地
で
は
宇
治
地
方
と
異

な
り
多
く
は
機
械
化
さ
れ
て
い
る
が

宇
治
で
は
ほ
と
ん
ど
人
の
手
に
よ
っ

て
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
摘
み
取
っ

て
い
く
。
そ
こ
に
宇
治
茶
の
よ
さ
が

生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
あ
る
生
産
業
者
は
「
茶
摘
み
さ

ん
が
年
々
少
く
な
っ
て
、
今
後
ど
う

な
る
の
か
心
配
だ
」
迄
詣
っ
て
い
た

▼
五
月
晴
れ
の
青
空
の
な
ど
新
緑
に

包
ま
れ
た
山
々
を
な
が
め
な
が
ら
、

よ
く
伸
び
た
茶
の
芽
を
ブ
チ
ン
プ
チ

ン
と
摘
み
取
っ
て
い
く
す
が
す
が
し

い
気
持
は
、
他
で
は
味
え
な
い
も

の
と
思
う
。
お
茶
の
シ
’
・
‐
ズ
ン
に
な

れ
ば
宇
治
市
民
の
多
く
の
人
運
が
、

「
私
も
あ
な
た
も
お
茶
を
摘
み
ま
し

よ
」
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
宇
治
茶

に
と
っ
て
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は

な
い
。
「
今
年
は
も
う
ン
ー
ズ
ン
オ

プ
に
な
っ
だ
け
れ
ど
、
ぜ
ひ
来
年
は

茶
摘
み
に
行
っ
て
み
た
い
」
そ
ん
な

人
達
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
▼
お
茶
の
季
節
が
過
ぎ
る
と

県
祭
り
で
あ
る
。
全
国
で
も
珍
し
い

梵
天
さ
ん
の
県
祭
り
が
今
年
も
盛
大

に
め
で
た
く
と
り
行
わ
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

宇
治
市
長
島
田
正
夫
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今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
か

の
特
別
派
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
ら
、
こ
の
支
払
通
知
書
に
よ
っ
て
郵

額
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
偲
局
で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と
に
な

た
。
り
ま
す
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
Λ
そ
の
他
Ｖ

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
脱
給
与
の
税
金
を
源
泉
徴
収
で
納
め

族
は
一
人
に
つ
き
三
千

円
と
し
て
計
算
し
た
金

額
で
す
。
た
だ
し
、
納

め
た
昭
和
五
十
二
年
分

の
所
得
税
額
の
方
が
少

な
い
と
き
は
、
そ
の
税

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

還
付
方
法
と
そ
の
手

続
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Λ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
場
合
Ｖ

本
年
六
月
一
日
現
在

に
お
い
て
昨
年
と
同
じ

会
社
に
勤
務
し
て
い
る

ナ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
お

よ
そ
、
六
月
～
七
月
ご

ろ
、
賞
与
や
給
与
を
受

取
る
と
き
に
、
勤
務
先

か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

Λ
事
業
所
得
者
な

ど
の
場
合
Ｖ

事
業
所
得
者
な
ど
確

定
申
告
を
し
て
納
税
し

所得税がもどります
昭和52年分の特別減税

年
末
調
整
を
受
け
て
い

る
が
、
今
年
に
な
っ
て

五
月
末
ま
で
に
退
職
し

た
人
や
、
昨
年
中
途
で

退
職
し
た
な
ど
の
た
め

給
与
の
税
金
を
源
泉
徴

収
さ
れ
た
ま
ま
で
年
末

調
整
旁
賞
け
て
い
な
い

人
な
ど
は
、
税
務
署
へ

還
付
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭

和
五
十
二
年
分
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
て
い

な
い
人
は
、
期
限
後
の

確
定
申
告
書
を
提
出
し

て
、
特
別
減
税
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
宇
治

税
務
署
（
所
得
税
担
当

電
話
＠
四
一
四
一
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

た
人
は
、
六
月
下
旬
ご
ろ
に
税
務
署
な
お
、
給
与
支
払
者
に
対
す
る
還

か
ら
還
付
を
受
け
ら
れ
る
金
額
を
お
な
覆
の
説
明
会
を
、
6
月
2
日
（

知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
際
、
同
封
さ
金
）
午
叙
…
一
時
か
ら
宇
洽
市
民
会
尨

れ
た
還
付
請
求
書
に
、
所
要
の
事
項
で
行
い
ま
す
。

を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
返
送
し
て
。
＾
宇
治
税
務
署
゛

く
だ
さ
い
。
税
務
署
か
ら
還
付
金
の

”

水道週間

限
り
あ
る
資
源

い
か
し
て
使
お
う

水
を
い
か
し
て
使
い
ま
し
ょ
う

Ｉ
き
ょ
う
六
月
一
日
か
ら
一
週
間

は
水
這
週
間
。
大
切
な
水
道
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
全
国
一

斉
に
運
勣
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

浄
水
場
の
一
般
公
開

▽
と
こ
ろ
…
…
京
都
府
山
城
水
温
（
宇
治
市
役
所
削
）

▽
期
間
…
…
6
月
2
日
～
4
日（

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
～
午
後
4
時
）

▽
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

を
営
む
う
え
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
日
常
、
豊

富
な
水
に
恵
ま
れ
た
私
た
ら
は
、
水

に
対
す
る
関
心
が
蒔
い
と
い
う
の
が

実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
安
定
し
た
水

膏
儀
給
す
る
た
め
に
は
、
水
源
を
は

じ
め
、
配
水
池
や
加
圧
ポ
ン
プ
、
配

水
管
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
必

要
で
す
。

未
就
業
看
護
職
員
の
方
へ

京
都
府
で
は
、
昭
知
温
度
か
ら

未
就
業
看
護
職
員
就
労
促
進
事
業
（

ナ
’
・
‐
ス
バ
ン
ク
事
業
）
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
看
護
婦
（
士
）

や
准
宥
護
婦
（
士
）
、
助
産
婦
、
保

健
婦
の
資
格
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
人

そ
こ
で
、
宇
治
市
水
道
邨
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
大
切
な
水
道
を

理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
期
間
中

に
出
張
相
談
所
を
設
け
ま
す
。
（
写

真
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
給
水
し
て

い
る
宇
治
浄
水
場
の
沈
で
ん
池
）

出
張
相
談

出張相談所の日程

で
、
現
在
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
な

い
人
に
、
最
近
の
医
学
や
看
護
の
動

き
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
就
業

を
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
就
業
相
談

を
行
っ
て
再
就
職
の
便
宜
を
は
か
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
対
象
と
な
る
人
で
、
前
回

●
1
1
ｅ
ｌ
●

な
ど
を
受
け
る
ほ
か
、
水
道
パ
ッ
キ

ン
の
無
料
取
替
え
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
公
認
菜
者
も
待
機
し

て
い
ま
す
の
で
、
漏
水
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
程
は
表
の
と
お
り
で
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
1
時
半
か
ら
4
時
ま

で
で
す
。

（
水
道
部
）

月日 ところ

6．1（木）・ 御蔵山集会所国鉄木幡・駅前

岡屋小学校前

6．2（金）
嗇Ｐｉｍ♂よ否箭

郵政局宇治第三宿舎前

6．5（月） 紫ヶ丘公民館蓮池児童公園

小倉双葉園保育所前

6．6（火） 西宇治消防分署前神明公民館

西大久保団地中央集会所

6．7（水）

槙島公民館明星町ポンプ室前

京都府宇治保健所前

ｘ
＾
≪
＝
ｓ
＜
ｓ
ｃ
＝
ａ
ｓ
ｃ
＝
3
ｓ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｉ
ｉ
≫
＝
ｉ
Ｓ
5
＜
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＜
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Ｓ
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＾
ｉ
ｌ
Ｓ
ｆ
ｃ
ｒ
ａ
Ｓ
＾
ａ
！
＾
ａ
！
＾
3
！
！
＾
ａ
！
＾
3
Ｓ
＾
Ｓ
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＜
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2
；
Ｓ
＾
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Ｓ
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＾
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＾
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Ｓ
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＾
Ｓ
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＾
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Ｓ
！
＾
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＾
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ｉ
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；
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≪
ｉ
＾
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ｉ
Ｊ
＾
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Ｓ
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3
ｉ
ｉ
＾
3
ｉ

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
援
助
者

体
育
指
導
委
員
決
ま
る

こ
の
ほ
ど
昭
和
娶
一
一
に
度
・
5
4
年
度

の
宇
治
市
体
育
指
導
委
員
3
5
名
が
決

ま
り
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
の
主
な
役
割
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
手
助
け
を
す
る
こ

と
で
す
。
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

各
地
城
で
開
い
た
り
、
体
育
振
興
会

を
作
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
組
紐
の
育

成
に
手
が
け
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も

お
気
軽
に
、
も
よ
り
の
指
導
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
｀

永
谷
三
之
丞
上
ハ
地
蔵
札
ノ
辻

西
村
三
七
雄
旦
ハ
地
蔵
柿
ノ
木
町

細
江
久
典
＝
木
幡
命
一
草
原
4
6

井
本
茂
美
＝
五
ケ
庄
芝
ノ
東
1
4

藤
沢
寛
治
＝
五
ケ
庄
折
蓼
ｏ

宮
本
’
利
秋
Ｈ
五
ヶ
庄
新
Ｍ
1
3
－
6
7

篠
山
秋
文
―
菟
這
軍
田
1
5
－
3
8

福
井
輝
夫
1
1
菟
這
車
田
3
6

内
川
中
彦
―
菟
這
只
川
3
7

菊
地
友
子
1
1
明
星
町
1
‐
6

坂
田
耕
作
＝
Ｍ
山
本
6
9
－
ｕ

脇
本
泰
男
＝
宇
治
妙
楽
6
0

日
野
紀
代
子
1
碧
叉
山
6
8

広
瀬
浩
】
了
帛
庖
壱
番
Ⅲ

伊
藤
玲
子
Ｌ
宇
治
樋
ノ
尻
Ⅲ

中
島
一
夫
＝
神
明
宮
東
9
1
‐
6

山
本
俊
一
＝
広
野
町
尖
山
2

辻
川
直
行
―
神
明
宮
北
4
0
－
4

岩
口
求
＝
神
明
右
塚
3
9
－
4
9

中
村
嘉
明
ｎ
神
明
石
塚
7
1
－
4
8

田
中
亮
太
郎
1
1
伊
勢
田
町
名
木
―

角
田
慧
口
＝
伊
勢
田
町
中
山
2
5

井
上
陽
男
＝
広
野
町
西
裏
6

西
村
宏
1
1
広
野
町
寺
山
2
8
1
1
2

中
村
晋
一
＝
大
久
保
町
且
椋
3

吉
田
至
＝
伊
勢
田
町
蔭
田
1
－
3
2

中
村
武
師
＝
大
久
保
町
且
椋
、
府

営
西
大
久
保
団
地
3
2
棟
川
号

石
神
好
一
＝
大
久
保
町
且
掠
、
府

営
西
大
久
保
団
地
8
棟
5
0
6
号

吉
田
新
治
＝
小
倉
町
西
山
7
0

藪
内
治
ｎ
隋
陵
町
2
丁
目
1
1
1
4

田
中
収
6
小
倉
町
用
浦
8
1

白
米
山
忠
志
Ｈ
小
倉
町
山
際
4
8

水
野
信
孝
＝
小
倉
町
扁
池
3
9
－
1
1
3

西
山
正
＝
≪
ｌ
ｉ
町
薗
場
1
5

市
川
紀
和
―
槙
局
町
十
一
Ⅲ

キ
ャ
ン
プ
指
導
者

養
成
講
習
会

炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
で
は
、
こ
と
し
も
キ
ャ
ン
プ
の

μ
Ｉ
ズ
ン
を
前
に
、
野
外
活
動
畑
導

者
に
必
要
な
理
論
と
実
技
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
こ
う

と
、
講
習
会
を
次

の
日
程
で
開
き
ま

す
。

▽
日
程
と
場
所

・
6
月
1
4
日
・
1
5

日
・
：
午
後
6
時

半
ｙ
9
時
、
消

防
本
部
三
階
で

・
6
月
一
1
7
日
・
・
・
午

後
1
時
半
か
ら

翌

1
8
日
ま
で
、

二
日
間
に
わ
た

っ
て
炭
山
キ
ャ

ン
ブ
セ
ン
タ
ー

で
。
・

▽
資
格
・
・
・
宇
治
市
民
か
市
内
に
勤
務

す
る
人
。

ご
市
望
の
人
は
、
社
会
教
育
課
に

ほ
い
て
い
ま
す
受
請
申
込
香
に
参
加

費
二
千
円
を
添
え
て
、
6
月
1
0
日
ま

で
に
社
会
教
育
課
へ
。

第
三
回
宇
治

柔
道
大
会

の
調
査
（
昭
和
5
1
年
1
2
月
に
実
厖
）

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
以
外
の
人
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
6
月
末
ま
で
に
氏

名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号

免
許
種
別
を
宇
治
保
健
所
総
務
課

（
0
2
1
9
1
番
）
、
ま
た
は
市
役

所
保
健
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
宇
治
保
健
所
）

市
民
会
館
休
館

市
民
会
館
と
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

は
、
県
ま
つ
り
の
た
め
6
月
5
日
（

月
）
、
休
館
し
ま
す
。

簡
保
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

宇
治
少
年
院
に

成
木
庭
球
場

植木・園芸用・造園材料・卸ごと小売
造園・お庭の改造・植木の害虫防除・肥料入れ等は
お気軽にご相談下さい。

白本造園協同組合連合会々員・京都府造園協同組合員

＾国道24号線小倉の信号から＞さ園
束へ約400ｍ角宇治半白125
ＴＥＬ22―8377老政ク
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し
尿
収
集
手
数
料

今
期
分
か
ら
引
上
げ

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
さ
る

四
月
に
清
掃
手
数
料
（
し
尿
収
集
料

金
）
を
改
訂
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

と
も
な
い
、
今
月
に
支
払
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
四
・
五
月

分
か
ら
、
新
料
金
と
な
り
ま
す
。

■
一
股
家
庭
（
人
員
に
よ
る
も
の
）

・
世
帯
割
…
…
一
世
爾
に
つ
き

月
額
一
三
〇
円

・
人
頭
割
・
・
・
一
人
に
つ
き

月
額
一
七
〇
円

例
え
ば
、
三
人
家
族
の
場
合
、

世
帯
割
の
一
三
〇
円
に
、
三
人

Ｘ
一
七
〇
円
＝
五
一
〇
円
を
加

え
た
六
四
〇
円
の
ニ
カ
月
分

一
、
二
八
〇
円
と
な
り
ま
す
。

一
事
業
所
・
飲
食
店
な
ど
ｍ
ｊ
．
よ

る
も
の
）

・
一
八
〇
μ
ま
で
は
Ｉ
、
五
〇
〇

円
（
一
八
〇
μ
を
超
え
る
場
合

は
、
九
〇
ａ
ｕ
と
に
七
五
〇
円

’

1

1

ご
協
力
く
だ
さ
い

事
業
所
統
計
調
査

6
月
1
5
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い

に
「
昭
和
5
3
年
事
業
所
統
計
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
男

最
4
）
Ｊ
ｉ
本
的
な
統
計
調
査
で
、
三
年

ご
と
に
工
場
や
店
舗
、
会
社
、
学
校

を
は
じ
め
、
国
鉄
・
私
鉄
の
駅
、
旅

館
、
病
院
、
官
公
庁
な
ど
か
ら
・
、
神

社
、
仏
閣
に
い
た
る
ま
で
調
べ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治

体
が
行
政
を
す
す
め
て
い
く
≪
礎
ｕ

料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
申
告
い

た
だ
い
た
こ
と
が
ら
は
、
統
計
を
つ

く
る
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
徴
税

な
ど
の
目
的
に
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

調
査
員
が
6
月
1
0
日
か
ら
2
5
日
ご

ろ
ま
で
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
企
画
調
整
室
）

ＩＩＩＩＩＩＩ
’ｉｉｉｍｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｍｉｉｉｉｕｉｉｉ

＝
Ξ
Ξ
＝
＝
Ξ
Ξ
Ξ
一
Ξ
＝
一
Ξ
Ξ
＝
Ξ
Ξ
一

八
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

＝
広
野
町
宮
谷
一
〇
八

健康の
コーナー

そよかぜ号巡回日程

この同に掲岐するお子さん（52年6月生

まれ）をｍ集しています。市役所文書広

報課にご連絡ください。多数の場合は抽

を
加
算
）

な
お
、
料
金
の
算
定
は
、
こ
れ
ま

で
ニ
カ
月
ご
と
に
行
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
四
月
か
ら
は
Ｉ
ヵ
月
ご
と
に

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

新
規
の
申
請
や
人
数
の
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
、
よ
り
正
確
に
料
金
を

算
定
す
る
た
め
に
改
訂
し
た
も
の
で

す
。
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
一
年
を
六
期
に
分
け
、

ニ
カ
月
に
一
度
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

う
飼
は
1
1
日
か
ら

夏
の
観
光
行
事
決
ま
る

回
う
飼う

飼
の
営
業
期
間
は
6
月
1
1
日
（

日
）
か
ら
8
月
3
1
日
（
木
）
ま
で
。

料
金
読
書
い
が
1
人
ギ
内
、
貸
切

り
が
1
人
当
り
千
三
百
円
。
申
し
込

み
は
宇
治
川
観
光
通
船
（
電
話
0
2

3
2
8
）
ま
た
は
、
観
光
案
内
所
（

ｔ
ｆ
話
§
2
8
0
8
）
へ
。

＠
ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ

6
月
ｔ
～
日
（
土
）
の
日
没
か
ら
。

白
川
浜
と
紅
葉
谷
な
ど
で
子
供
の
手

で
ホ
タ
ル
約
五
千
匹
を
放
ち
ま
す
。

乖
宇
治
川
花
火
大
会

8
月
1
0
日
（
木
）
硲
の
島
公
園
一

帯
で
。
こ
の
前
後
一
週
間
は
「
宇
治

自動車文庫（6月分）

日

10．00～10．

元茶工場
竹久商店横広場
明星町集会所前
ユニチカ社宅横

0
0
0
0
旧
暦

紅
に

Ｏ
ｉ
ｏ
－
Ｈ
1
4

バ
リ

白
志
明
蔭

詰

川
納
源
ま
つ
り
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

写
生
大
会
な
ど

消
防
ち
び
っ
子
広
場

選しまず。ｃ憚餌需ｓ課ノ／ゝこ

1月Ｈ 場所 対象など 受付時間

3・4ヵ月児相談

6．8 開公民館 53．1．14～53．3．8日生

挙

手雪

必ｊ；

持？

だａ

○

13．30～

14．3015に。－．、。 53．1．21～53．3．15日生

22
｜ｎμＳＥＢＪＰＢｆ

53．1．21～53．3．22日生

乳児健康相談

6．2
労働セツルメント
（市民会館ｉ階）

満6ヵ月児～満ｎヵ月児
9．30～

11．00
16

1歳児健康診査

6．13

市民会館8階 52年6月生
13．30～

15．0020

27
■㎜

6．20幼児相談 市民会館3階 1歳児～3歳児 10．00～11．00

ｚ歳児健康診査

6．8

宇治保健所 50年ｅ月生
13．00～

15．00
9
12
14

母親教室

6．2
西小倉集会所

前編

妊婦
13．15～

13．30
9 後編

16
惚謡宍

前編

23 後編

血圧相談

6．14 開公民館

希望者
9．30～

11．0021 川束公民館

28 神明公民館

傭康相談
6．8

市役所保健衛生課 希望者 9．30～11．00

22

0．00～12．

4．00～15．

一

〇．00～12．

3．30～15．
－ 一 一

00～12．

30～15．

血液が不足していま

す。

みなさんのご協力を

お噸いします。

城南高等学校126

東宇治高等学校
一 一 一 一 ●

東宇治高等学校

20

21

ｉＵ血デー

10．00～10．50
11．00～11．50
14．00～14．50

開
伊

10．00～10．50
11．10～12．00－

10．00～10．50
11．10～11．50

神明公民館横

ユニチカ社宅前一丁目横広場

（府道筋）

14．00～14．50

田一
諾

明

開
勢伊一実

神

瀾

一聡

一回

▽
内
容

・
消
防
車
や
救
急
軍
の
展
示
（
ハ

ン
ゴ
車
や
化
学
消
防
軍
な
ど
8

台
）

・
消
防
車
の
写
生
大
会
（
対
ま
は

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
六
年
生
ま

で
。
画
用
紙
は
用
意
し
ま
す
。

当
日
、
作
品
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
後
日
に
優
秀
作
品
を
表

彰
）

・
救
助
器
具
の
展
示

・
救
助
訓
練
や
一
斉
放
水

10．00～10．40
11．00～11．50

神
町

陵

野
南

垢Ｏ
Ｏ
＾
－
’

六地蔵’9．50～10．40

10．50～11．30木幡公民館前
14．00～14．50岡屋小学校

10．00～10．50平野町児童公園
11．10～12．00福角公園前

幡
屋

木
岡

・
木
幡
中
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演

奏
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
チ
ピ
ッ
子
の
み
な
さ
ん

た
く
さ
ん
集
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
消
防
本
部
）

犬
・
ネ
コ
の
引
取
り

日
脳
予
防
接
種

追
加
接
種
は
し
ま
せ
ん

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
お
こ
な
い

ま
す
。

昨
年
か
ら
接
種
の
対
象
に
辰
話
が

変
わ
り
、
毎
年
一
回
の
追
加
接
種
は

三
年
に
一
回
と
な
り
、
こ
と
し
は
追

加
接
裡
を
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

こ
と
し
は
基
礎
免
疫
に
這
し
て
い

疫
は
始
め
て
の
年
に
二
回
、
翌
年
に

一
回
接
種
し
て
終
了
し
ま
す
。

○
受
け
る
人

・
3
歳
児
（
1
～
2
週
間
の
間
隔
で

二
回
）

・
4
歳
児
（
昨
年
二
回
受
け
た
子
ど

も
で
、
こ
と
し
は
一
回
）

な
い
人
の
み
が
対
象
で
す
。
基
礎
免
・
施
設
で
受
‐
ら
れ
な
か
っ
た
子
ど

日本脳炎予防接種日程

”

一
館
所
堂
記
館
館
・
館
館
飾

場

一
入
公

公
民
民

」

良
ぐ
民

1
1
1

1

公
一
集
．
一
公
Ｄ
‘
一

東Ｕ川公民館

開公民館

－－■■1皿ａ㎜－－－㎜←■ふ皿－皿小倉公民‘館

〃－－〃■●―－－－－Ｗ－－－・－㎜神明公民館

■Ｗ酬■＝■＆■■㎜＝習－菟道公民館

－¶㎜－■■ｗＷ■■＝■■＝＝㎜㎜＝西小介集会所

6．15

6．16－■ｒ－－ａ－6．19

6．£Ｌ

6．23－－・㎜・’’6．26

6．20 6．27

6．21 6．28

6．22 6．29

西大久保集会所 6．23 6．30

広野公民館 6．26 7．3

東宇治幼稚園 6．28 7．5

市民会館 6．29 7．6

伊勢田公民館 6．30 7．7

業
角

黄
福

錫9
″
ぐ

10．00～10．50
11．10～11．40

14．00～14．50

ｈ瀾

▼市史を学ぶ会…

用
く
だ
さ
い
。

▽
犬
の
巡
回
引
取
り

6
月
1
3
日
（
火
）

菟
這
公
民
館
＝
1
0
時
4
0
分

黄
鱗
自
衛
隊
正
門
前
‐
1
0
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
Ｈ
1
1
時

小
倉
公
民
館
1
1
1
時
1
0
分

開
公
民
館
Ｈ
1
1
時
2
0
分

旦
椋
公
会
堂
＝
1
1
時
3
0
分

▽
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▽
捨
て
犬
、
捨
て
ｔ
ｖ
ｎ
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

もな
お
3
歳
以
上
1
5
歳
未
輝
で
基
礎

免
疫
が
完
了
し
て
い
な
い
人
も
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
受
け
ら
れ
な
い
人

・
熱
の
あ
る
人
、
心
臓
血
管
系
や
腎

臓
、
肝
臓
、
糟
尿
病
、
結
核
な
ど

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人
。

・
け
い
れ
ん
体
質
の
人
や
1
年
以
内

に
け
い
れ
ん
、
ひ
き
つ
け
を
起
し

た
人
。

・
’
衰
弱
の
激
し
い
人
。

・
ポ
リ
オ
服
用
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
、
は

し
か
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
1
ヵ
月

以
上
た
っ
て
い
な
い
人
。

な
お
、
1
5
歳
以
上
の
人
は
実
加
し

ま
せ
ん
。

○
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
2
時
か
ら

3
時
半
ま
で
。
た
だ
し
、
東
目
川

公
民
館
は
午
後
2
時
か
ら
3
時
ま

で
。

○
お
ね
が
い

▽
体
温
は
必
ず
測
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

▽
鉛
筆
と
母
子
手
帳
を
持
ぶ
・
し
て
く

だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

本科生コース生徒募集中

一
／

申し込み受付

毎日午前11時～午后7時夏休み特別クラス生徒募集
；お宅の近くまで毎日定時にスクール

2バスが送迎しておりますので、時間

丿効率のよい通学ができ．ます・

2（宇治市各地区、城陽市各地区、八幡、くずは、淀）

2Ｏ入会金￥5，000

2Ｏ授業料哨額）週一回コース￥4，200

2週二回ｕ－ス￥5，800

京都府久世郡久御山町下津屋ｉ＼脆畝健郎ス下闘口下車）

ＴＥＬ0774－43－8100（代）

○優秀コーチによる1グループ約10名の能力別指導ですので、上達は抜群です。
・Ｏ光化学スモッグでも練習できる本格的温水プールです。

○近鉄・大久保駅よりスクールバスで送迎します。
1／21～8／31まで5期●資格小学校1年生以上

各期とも8：30～10：009：30～ｎ：0010：30～12：00ＩＩ：30～13：00

￥5，000（1期分授業料、保険料込）

程
間
用

日
時
費

●
●
●

・・申し込みは同志社スイミングスクール

617
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Λ
相
談
メ
モ
Ｖ

■
行
政
相
談
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
三
人
の
行
政
相
談
員
か
国
や
府

市
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
相
談
に
の
り
ま
す
。
自
宅
で
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
は
松
本
登
＝
＠
八

三
八
五
番
、
増
井
繁
一
＝
０
四
二
三
一
番
、
瀬
田
佐
江
子
＝
○
四

七
九
三
番
で
す
。

－
こ
の
ほ
か
。
市
政
相
談
と
消
費
苦
情
相
談
は
市
役
所
で
、
教
育
相

談
は
教
育
委
員
会
で
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
受
付
。

家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
日
の
1
0
時
～
1
6
時
、
宇
治
福
祉
園
内

で
、
ま
た
高
齢
者
職
業
相
談
は
毎
週
火
・
木
曜
日
の
1
0
時
？
1
6
時

宇
治
橋
通
り
分
庁
舎
内
で
行
い
ま
す
。

2
8
水

12
9
木

－
3
0
金

2
6

日

2
4
土

2
3
金

2
2
木

2
1
水

2
0
火

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
？
1
5
時
）

精
神
薄
弱
者
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
6
時
）

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
！
1
5
時
）

移
動
市
民
相
談
（
旦
椋
公
会
堂
1
0
時
～
1
5
時
）

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

1
9
月 日

1
7
土

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館

宇
治
市
民
憲
章
か
ら

1
2
月

11
3
火

－
1
4
水

－
1
5
木

11
6
金

家
庭
児
童
相
談
｀
小
倉
公
民
館
1
0
時
～
1
5
時
）

年
金
相
談
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
0
時
？
1
2
時
）

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
時
～
1
5
時
）

高
齢
者
職
業
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
0
時
～
1
5
時
）

行
政
相
談
（
市
役
所
1
0
時
！
1
6
時
）

法
律
相
談
（
市
民
会
館
1
3
時
～
1
5
時
）

日

1
0
土

結
婚
相
談
（
川
束
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

９
金

８
木

法
律
相
談
（
市
民
会
館

1
3
時
～
1
5
時
）

７
水

６
火

心
配
ご
と
相
談
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
3
～
1
5
時
）

１
木

－２
金

－３
土

―μ
レ
旧

５
月

結
婚
相
談
（
川
東
公
民
館
1
3
時
～
1
5
時
）

人
権
相
談
（
川
東
公
民
館
1
0
時
～
1
5
時
）

６
月
の
相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

１／６

ｎ
乙

３

ｒ
Ｄ

Ｓ
り

７

８
一
Ｑ
｀

2
0

市役所清掃課

蛾
か

い
恬

ｍ
が

ぷ
む

り
り
西

通
よ
以

⊇ｍ
澗包

胞

Ｇ
Ｊ
％

悶
笥

広
一
大
北

進
割
岡
・
・
’
中
’

芯
毎
‰
‰
訥

雖
熟
な
藻
し
Ｉ

難
ご
お
汗
Ｔ

三
瓶
戸
ぬ
回
恚
ご

一
匹

想
離
訂
混
惣
届
然
皿
詔
昌

2
1
2
2

一
2
3
2
6
2
7
2
8

2
9

3
0

1
2

１／７３１

1
4

５１

ｇ
Ｖ１

1
7
－
1
9

弘
い
昌

作

匹
草
一
八
、
・
尖

に
堡
Ｆ
ｍ

畠
広
新
根

！
Ｃ
Ｉ
ぐ
へ

園
丿
村
庄
ぴ
４

御
尾
中
ヶ
い
一
応

飢
桧
珀
胤
五
浦
大

望
記
詣
ふ

山
山
・
幡
南
西
宮

蔵
北
台
木
’
以
’

如
・
陽
―
端
阪
島

’
尾
向
町
南
京
中

山
平
’
木
”

Ξ
脳
が

ぐ
’
観
蔵
’
の
町
睡

幡
揃
の
迦
中
東
野
町

木
花
山
六
東
以
広
開

３

作

ト
瀧一

恰ぱ
む

靭
昌
四

大
’
米
琵

゛
道

弛
居
庖
勣

蓮
折
矢
二

胤
肌
・
ユ

西
ａ
？

゛
町
ｉ

池
本
島
桝

堀
３
’

旨
咎
％

混
’
≒

傭
町
法
里
ユ

町
田
膳
：

倉
勢
治
桜
神

小
伊
宇
小
野

は
う
く

合
の
絡

場
認
連

た
確
ご

っ
ら
に

な
か
中

に
ル
日

れ
1
3
0

も
ホ
ゝ
い

み
ン
２
さ

く
マ
え
だ

城南衛生管理組合

一
ｔ
心
Ｅ

Ｅ
芝
居

国
町
’
臨
官

昌
姻
お
作

ｉ
＾
１
１
＼
ｙ
ｇ
£

議
昌
蓼
雑
口

紀
伝
言

認
容
器
詣
ま

迄
回
輔
膳
ご

荒
難
雍
懇

認
‰
弱
認
１
脳
回
誤
謬
ｈ

・
東
花
北
御
正
一
内
大
寺
西
福
車
車
福
西
芝
南
南

m

2
1
2
2
2
3
2
4
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
ご
３
４
５

刎

万
万

ｉ

九
大

･
≪
＊
l
O
C
O
C
-
O
l
Ｃ
3

ゴミ減量にご協力下さい

ｊ

’
む

部
ト
ー
ウ
山

際
’
田

山
幡
森
酌
楽

ｔ
繍
田
ａ

詣
恋
恋
一
Ｌ

寝
言
恋
匹
ご

認
響
遜
漣
声
ｉ
･
ｆ
ｉ
-
Ｋ
＠
ｍ

彗
頃
燦
Ｆ
嘸
昿
だ
群
訟
覧

゜
川
り
０
部
堤
門
’
部
堀
ぐ
測
田
羽
心
中
砂

島
目
通
1
1
一
”
保
一
’
池
瓦
”
昭
”
Ｄ

杖
西
の
｀
浦
白
村
内
久
王
王
堀
通
和
畑
毛
語
谷
ｃ

ｒ
ｒ
c
0
0
西
半
下
北
’
天
天
南
休
伏
四
’
毛
大
Ｂ

田
川
合
Ｑ
”
”
木
”
’
池
池
’
荒
”
Ａ

目
落
浦
浦
際
場
一
の
山
内
浦
堀
堀
畑
の
林
山
山

伊
東
南
南
南
山
薗
十
老
東
寺
西
南
南
中
中
若
中
北

m
2
1
2
2
2
3
2
4
2
6
2
7
2
8
9
0
1
3
4
5

小

２
一
行

1
2
3
5
6
7
8
9
1
0
一
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
9
2
0

G
一

／
゜

きど談相きどて健ヵ年今

ヽ
に
に
務

今
実
ス
税

た
現
一
・

れ
は
二
り

さ
で
の
等

和
業
様
ッ
゜

緩
産
客
一
い

が
島
お
□
さ

牛
田
｀
携
下

剰
゜
に
Ｊ
談

諸
期
基
り
相

ヽ
時
を
く
ご

等
の
報
・
づ
に

げ
好
情
す
金
軽

下
絶
な
ま
資
気

引
の
確
し
・
お

の
り
的
致
り
等

利
く
た
え
く
律

金
づ
し
応
づ
法

家
即
お
家
・

万゛●
一一 匹禦作

『

一四

乙
匹駄

｀
一

一
一

材
宅
宅

木
住
住

ｍ
●
●

木

嬰
作

業
一

産
一

島
－

思＠

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

もえないゴミ収集日程表 し尿収集日程表

ＩＩ

Ｉ
一

睡

Ｉ

Ｉ

－

ＩＩ

Ｉ－

Ｉ

－
Ｉ

個個

Ｉ

Ｉ

ＩＩＩ－

自
ＩＩ

―
－

ｉ－－ｉｉ－－ｌｊｌ
――

－

‐

‐

－

－

－

一
―
一
一

一
－
一
｀

一
―
一
一

ｌ
ｊ
一

一
―
｛
一

ｌ
－
・
一

｀
ｊ
一

ｌ
ｊ
』
一

一
－
一
一

―』
―
『
一

』
―
一
一

ｊ
Ｉ

―
ｌ
－
『
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｊ
ｌ

一
―
一
一

－Ｉ
Ｉ
Ｉ

－

一
－
一
一

Ｉ
゛
一

一
－
一
一

－』
１
一

―
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ド
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■

Ｆ

が

ｌ

Ｓ

｀

Ｉ

ｊ

Ｉ

ｉ

ｄ

ｌ

ｄ

ｄ

Ｑ

ｌ
ｌ

一
―
一
－
‐
－
：
！
―
―
ｉ
－
－
ｊ
ｌ

一

―

Ｉ
一
－
一
一
｀

社会式株業産島田す指目をりくづいま住いる明

一
一

一
｝

一一一

！
‐‐

１
－

――
－

¶―――ＩＩＩ
－－

Ｉ

一
白
価
酉
～
木
訟
ｉ
。
ｉ
社
れ
Ｍ
ｌ
ｊ
ｉ
ｒ
ｎ
旧
『
～
ｕ
畔
。
』
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